
(様式第 10) 

三大医病総第７７０号  

平成２９年１０月３日  

  厚生労働大臣 殿 

                           国立大学法人三重大学 

学長 駒 田 美 弘  (印) 

 

三重大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒514-8507 三重県津市江戸橋2丁目174 

 氏   名 国立大学法人三重大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

三重大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒514-8507 

三重県津市江戸橋2丁目174                 電話( 059 ) 232 － 1111 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科           

  5神経内科           6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科           

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科     11リウマチ科 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



 

(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   

14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 

 

  歯科医師を有する。 

 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1消化器・肝臓内科  2腫瘍内科  3糖尿病・内分泌内科  4緩和ケア内科  5病理診断科 

  6移植外科  7  形成外科 

 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

30床 0床 0床 0床 655床 685床 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         412人   31人  419.7人  看 護 補 助 者          70人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         16人   0人     16人  理 学 療 法 士           12人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   63人 

 薬 剤 師          60人   1人   60.2人  作 業 療 法 士             3人 衛生検査技

師 

    1人 

 保 健 師          2人   1人    2.6人  視 能 訓 練 士             7人 そ の 他           0人 

 助 産 師          35人   2人   36.2人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         497人  113人  567.1人  臨 床 工 学 士  24人 医療社会事業従

事者 

    5人 

 准 看 護 師          1人   4人    3.4人  栄  養  士             0人 その他の技術員           30人 

 歯科衛生士      2人   0人      2人  歯 科 技 工 士           2人 事 務 職 員          231人 

 管理栄養士      7人   4人   10.1人  診療放射線技師     41人 その他の職員           38人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 49 人 眼 科 専 門 医 9 人  

外 科 専 門 医 49 人 耳鼻咽喉科専門医 7 人 

精 神 科 専 門 医 7 人 放射線科専門医 16 人 

小 児 科 専 門 医 14 人 脳神経外科専門医 13 人 

皮 膚 科 専 門 医 7 人 整形外科専門医 15 人 

泌尿器科専門医 10 人 麻 酔 科 専 門 医 5 人 

産婦人科専門医 16 人 救 急 科 専 門 医 15 人 

  合 計 232 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 伊藤 正明 ） 任命年月日 平成 28 年 10 月 1 日 

 

医療安全管理にかかる委員会（医療問題対策委員会、医療の質・倫理検討委員会）の委員としての業

務 

 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数        538.7人             11.1人           549.8人 

 １日当たり平均外来患者数             1254.6人              93.5人          1348.1人 

 １日当たり平均調剤数                                                             685.1剤 

必要医師数 130.1人  

必要歯科医師数 6.1人  

必要薬剤師数 19人  

必要（准）看護師数 321人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

 635.0m
 2 

 

 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 

 

   病 床 数   14床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積      374m
 2

      病床数       31床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積   52.9m
 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室    423m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）遠心機，自動分析装置 

細菌検査室    147m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）顕微鏡，遠心機，安全キャビネット 

病理検査室    236m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）顕微鏡，染色装置 

病理解剖室     32m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）電動昇降式解剖台 

研 究 室    758m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   （主な設備）遺伝子解析装置，液体ｸﾛﾏﾄｷﾞﾗﾌ，自動洗浄機 

講 義 室   1382m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ    室数      16 室  収容定員         1070 人 

図 書 室    759m
 2 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ    室数      2 室  蔵 書 数   55180 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 84.5％ 逆 紹 介 率  60.3％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       13,250人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    10,104人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                      914人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       16,770人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）（平成 29 年 3 月 9 日委員会設置） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

片山 眞洋 片山法律事務所 

弁護士 

 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

有・無 1 

小池 敦 三重県立看護大学 

看護学部 教授 

 医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 

有・無 2 

鈴木 明 浜松医科大学医学

部附属病院 

医療安全管理室 

特任講師 

○ 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

有・無 1 

西井 惠子 三重県津保健所 

総務企画課 

医療監視員 

 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

有・無 1 

原 健二 元三重県警察警視  医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 

有・無 2 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

本学ホームページに掲載 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

0人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

末梢血単核球移植による血管再生治療

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変（ＭＲＤ）量の測定

腹腔鏡下広汎子宮全摘術

（様式第2） 



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人　

0人　

0人　

1人　

1人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間に一回投与
するものに限る。）の併用療法　上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん
術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性であって、ＨＥＲ２が
陰性のものに限る。）

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法　コレステロール塞栓症

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法

経胎盤的抗不整脈薬投与療法　胎児頻脈性不整脈

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

（様式第2） 



3　その他の高度の医療

医療技術名 腎がんに対するラジオ波焼灼療法 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 副腎腫瘍に対するラジオ波焼灼療法 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 肺がんに対するラジオ波焼灼療法 取扱患者数 59人　

当該医療技術の概要

医療技術名 骨腫瘍に対するラジオ波焼灼療法 取扱患者数 0人　

当該医療技術の概要

医療技術名 骨悪性腫瘍に対する凍結療法 取扱患者数 25人　

当該医療技術の概要

医療技術名 骨脆弱性病変に対する経皮的骨形成術 取扱患者数 0人　

当該医療技術の概要

医療技術名 舌下免疫療法 取扱患者数 0人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

ラジオ波通電用手電極をＣＴ画像ガイド下にて経皮的に腫瘍に穿刺し、腫瘍に対してラジオ波発生装置による凝固療法で
ある。

有痛性骨病変に対して、経皮的骨形成術を行う。１１Gの骨生検針を骨内に挿入し、骨セメントを注入する。本院での入院期
間は約６日間と短期間である。

スギ花粉症の原因であるスギ花粉のエキスを食パンのかけらにたらし、舌の下に２～３分程度含むことにより、エキスを継続
的に体内に入れて体を慣らし、アレルギー反応を減らす。

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

ラジオ波通電用手電極針をＣＴ画像ガイド下にて経皮的に腫瘍内に穿刺、留置し、ラジオ波を流すことで組織内の温度を上
げ、腫瘍を壊死させる治療法である。

ラジオ波通電用手電極針をＣＴ画像ガイド下にて経皮的に腫瘍内に穿刺、留置し、ラジオ波を流すことで組織内の温度を上
げ、腫瘍を壊死させる治療法である。

ラジオ波通電用手電極針をＣＴ画像ガイド下にて経皮的に腫瘍内に穿刺、留置し、ラジオ波を流すことで組織内の温度を上
げ、腫瘍を壊死させる治療法である。

ラジオ波通電用手電極針をＣＴ画像ガイド下にて経皮的に腫瘍内に穿刺、留置し、ラジオ波を流すことで組織内の温度を上
げ、腫瘍を壊死させる治療法である。

（様式第2） 



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 56 ベーチェット病 64
2 筋萎縮性側索硬化症 16 57 特発性拡張型心筋症 60
3 脊髄性筋萎縮症 0 58 肥大型心筋症 13
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 7 60 再生不良性貧血 39
6 パーキンソン病 155 61 自己免疫性溶血性貧血 1
7 大脳皮質基底核変性症 8 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
8 ハンチントン病 1 63 特発性血小板減少性紫斑病 64
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 65 原発性免疫不全症候群 3
11 重症筋無力症 52 66 IgＡ 腎症 26
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 13
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 60 68 黄色靱帯骨化症 10

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
15 69 後縦靱帯骨化症 58

15 封入体筋炎 0 70 広範脊柱管狭窄症 2
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 18
17 多系統萎縮症 11 72 下垂体性ADH分泌異常症 13
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 45 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
19 ライソゾーム病 1 74 下垂体性PRL分泌亢進症 8
20 副腎白質ジストロフィー 0 75 クッシング病 5
21 ミトコンドリア病 1 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 41 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 16
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 48
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 19 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 67
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 5
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 28
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 23
34 神経線維腫症 18 89 リンパ脈管筋腫症 2
35 天疱瘡 26 90 網膜色素変性症 34
36 表皮水疱症 0 91 バッド・キアリ症候群 1
37 膿疱性乾癬（汎発型） 12 92 特発性門脈圧亢進症 2
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 93 原発性胆汁性肝硬変 54
39 中毒性表皮壊死症 1 94 原発性硬化性胆管炎 4
40 高安動脈炎 19 95 自己免疫性肝炎 8
41 巨細胞性動脈炎 0 96 クローン病 188
42 結節性多発動脈炎 10 97 潰瘍性大腸炎 356
43 顕微鏡的多発血管炎 5 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 3 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 2 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 5 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 9 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 144 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 89 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 131 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 23 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 10 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 1 109 非典型溶血性尿毒症症候群 2
55 再発性多発軟骨炎 0 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 5
113 筋ジストロフィー 2 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 1 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 4
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 1
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 1 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 1
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 3 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 2



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 0 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 3 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 0
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 0 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 12 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0 271 強直性脊椎炎 2
224 紫斑病性腎炎 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 2 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 1 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 2
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 4
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 3
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 1 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 35



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2） 

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

0

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 0 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・呼吸ケアチーム加算 　・

　・ハイリスク分娩管理加算

　・患者サポート体制充実加算

　・

　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・病棟薬剤業務実施加算１,２

　・データ提出加算２

　・退院支援加算２・３

　・精神疾患診療体制加算１・２

　・救命救急入院料４

　・特定集中治療室管理料１

　・医療安全対策加算１

　・感染防止対策加算１

　・看護補助加算1

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１，２

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・小児入院医療管理料2

　・摂食障害入院医療管理加算

　・

　・

　・

　・

　・臨床研修病院入院診療加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１

平成29年10月1日現在

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

（様式第2） 



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・薬剤管理指導料 　・遺伝カウンセリング加算

　・地域連携診療計画加算 　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・診療情報提供料（Ⅰ）　検査・画像情報提供加算 　・植込型心電図検査

　・がん治療連携計画策定料 　・腹腔鏡下小切開腎部分切除術

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

　・認知症専門診断管理料 　・腹腔鏡下小切開腎摘出術

　・外来放射線照射診療料 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 　・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

　・開放型病院共同指導料 　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・外来緩和ケア管理料 　・生体部分肝移植術

　・移植後患者指導管理料 　・同種死体肝移植術

　・外来リハビリテーション診療料 　・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・高度難聴指導管理料
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うもの）

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・腹腔鏡下肝切除術

　・がん患者指導管理料１～３
　・腹腔鏡下肝切除術（亜区域切除、１区域切除（外側区域切
除を除く）、　2区域切除及び３区域切除以上のもの

高度の医療の提供の実績

　・診療情報提供料（Ⅰ）　電子的診療情報提供料 　・時間内歩行試験

　・医療機器安全管理料１・２ 　・シャトルウォーキングテスト

　・歯科治療総合医療管理料 　・胎児心エコー法

　・在宅血液透析指導管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・持続血糖測定器加算 　・皮下連続式グルコース測定

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・遺伝学的検査 　・補聴器適合検査

　・ＨＰＶ核酸検出 　・ロービジョン検査判断料

　・ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・コンタクトレンズ検査料１

　・検体検査管理加算（Ⅰ）（Ⅳ） 　・内服・点滴誘発試験

　・国際標準検査管理加算 　・センチネルリンパ節生検

（様式第2） 



　・植込骨導補聴器の植え込み及び接合子付骨導端子又は
骨導端子の交換

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ（拡大副鼻腔手術） 　・麻酔管理料Ⅰ、Ⅱ

　・上顎・下顎骨形成術（歯科診療に係るものに限る） 　・放射線治療専任加算

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術 　・自己生体組織接着剤作成術

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除（腋窩郭清を
伴わないもの）及び乳頭乳輪切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・歯科口腔リハビリテーション２ 　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

　・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・画像診断管理加算１，２

　・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ﾎﾟｼﾞﾄﾛﾝ断層撮影

　・廃用症候群ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ﾎﾟｼﾞﾄﾛﾝ断層・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ断層複合撮影

　・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・がん患者リハビリテーション料 　・外傷全身ＣＴ加算

　・認知療法・認知行動療法 　・大腸ＣＴ撮影加算

　・精神科ｼｮｰﾄ･ｹｱ及びﾃﾞｲ･ｹｱ（小規模なもの） 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・医療保護入院等診療料 　・外来化学療法加算１

　・エタノールの局所注入（甲状腺・副甲状腺） 　・無菌製剤処理料

　・透析液水質確保加算 　・同種死体腎移植術

　・一酸化窒素吸入療法 　・生体腎移植術

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算 　・膀胱水圧拡張術

　・歯科技工加算 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・皮膚悪性腫瘍切除術　（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算）

　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・腫瘍脊椎骨全摘出術
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
加算を用いるもの）

　・脳刺激装置植込術、頭蓋内電極植込術及び脳刺激装置
交換術

　・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術 　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・羊膜移植術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍術（子宮体がんに限る）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・網膜移植術 　・輸血管理料（Ⅰ）

　・人工乳房及び組織拡張器 　・歯周組織再生誘導手術

　・人工内耳埋込術 　・手術時歯根面レーザー応用加算

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１、２ 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算



　・ダメージコントロール手術 　・CAD/CAM冠

　・胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻
造設術を含む）

　・埋込型心電図記録計移植術 　・直線加速器による定位放射線治療

　・経皮的大動脈遮断術 　・歯科矯正診断料

　・埋込型心電図記録計摘出術 　・定位放射線治療呼吸移動対策加算

　・埋込型除細動器移植術及び埋込型除細動器交換術 　・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速細胞診

　・両室ペーシング機能付埋込型除細動器移植術及び両室
ペーシング機能付埋込型除細動器交換術

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術

　・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速病理組織標本作製

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種移植術（非生体）（同
種骨移植術（特殊なものに限る）））

　・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

　・肺悪性腫瘍手術 壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）

　・外来放射線治療加算

平成29年10月1日現在

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 　・高エネルギー放射線治療

　・大動脈バルーンパンピング法 　・病理診断管理加算２

　・補助人工心臓 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・経カテーテル大動脈弁置換術 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・１回線量増加加算



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

１回／２ヶ月

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　　　18例　　　／　　剖検率      　5.4%

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下子宮体がん根治手術 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2） 



1  研究費補助等の実績

金   額

¥691,500

補

委

¥105,600

補

委

¥285,470

補

委

¥22,273,877

補

委

¥8,636,363

補

委

¥10,216,800

補

委

¥10,216,800

補

委

¥2,307,692

補

委

¥9,469,231

補

委

¥923,077

補

委

¥73,360,000

補

委

¥50,000,000

補

委

¥4,761,905

補

委

¥112,000

補

委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　名古
屋大学)

公益財団法人
科学技術交流財団

財団先端医療振興財団

財団法人先端医療振興
財団

国立研究開発法人
科学技術振興機構

三重県

名張市

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

近藤峰生

阪井田博司

阪井田博司

珠玖洋

平山雅浩

竹村洋典

冨本秀和

田中利男
ヒト臨床膵がん個別化医療改良実現のため
の迅速治療薬感受性解析システム研究開発

視機能を評価し機能回復を促す機器の開
発・事業化

名張市において望まれる地域医療に関する
調査研究事業

認知症疾患医療センターの患者分析による
連係機能の強化

ステント支援脳動脈瘤塞栓術の効果と安全
性に関する多施設共同前向き観察研究（研
究略称：ESSENCE）

秋吉バイオナノトランスポータープロジェ
クト

平成28年度先天性代謝異常等検査事業業務
委託（先天性甲状腺機能低下症）

CHP/NY-ESO-1ポリペプチドがんワクチンの
術後食道癌症例を対象とした多施設共同研
究前期第Ⅱ相臨床試験

妊娠高血圧症候群と胎児発育不全の克服を
目的とした、ホスホジエステラーゼ5阻害剤
タダラフィルによる新規予防法と治療法の
開発

池田智明 医学系研究科
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

遺伝性脳小血管病CADASILのデータベース構
築と運用

冨本秀和 医学系研究科
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

影山愼一 医学系研究科
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
国立長寿医療研究セン
ター
(国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構)

女性アスリートの育成・支援プロジェクト
「女性アスリートの戦略的強化に向けた調
査研究」

池田智明 医学系研究科
支出負担行為担当官
スポーツ庁

平成28年度先天性代謝異常等検査事業業務
委託（先天性副腎過形成症）

平山雅浩 医学系研究科 三重県

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

頚動脈ステント留置術後の再狭窄に対する
シロスタゾールの効果に関する多施設共同
無作為化比較試験（CAS-CARE）

鈴木秀謙 医学系研究科
財団法人先端医療振興
財団

脳動脈瘤塞栓術におけるHydrogel coilの塞
栓効果に関する多施設共同無作為化比較試
験(HYBRID study)

（様式第3） 



¥500,000

補

委

¥392,308

補

委

¥300,000

補

委

¥1,000,000

補

委

¥36,000,000

補

委

¥4,615,385

補

委

¥769,231

補

委

¥900,000

補

委

¥18,182,000

補

委

¥9,091,000

補

委

¥384,616

補

委

¥630,000

補

委

¥5,692,308

補

委

¥500,000

補

委

¥2,300,000

補

委

¥615,385

補

委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　東京
大学)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　福井
大学)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人 東京医
科歯科大学)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(タカラバイオ株式会
社)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(九州労災病院)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立研究開発法人
国立長寿医療研究セン
ター)

名張市

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(独立行政法人　国立
病院機構
名古屋医療センター)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

池田智明

小林正佳

岡田元宏

冨本秀和

松峯昭彦

冨本秀和

伊藤正明

豊田秀実

珠玖洋

珠玖洋

宮﨑香奈

田中利男

ナットウキナーゼプラセボ対照ランダム化
二重盲検試験、好酸球性副鼻腔炎における
嗅覚障害の治療法の開発

グリア伝達物質遊離機構解析、既存抗てん
かん薬のグリア伝達物質遊離に対する効果
の解析、グリア伝達を標的機序とした新規
抗てんかん薬の開発

癌抗原特異的T細胞受容体（TCR）遺伝子導
入T細胞輸注療法

遺伝性網脈絡膜疾患の生体試料の収集・管
理・提供と病態解明

認知症の増悪に関わる脳アミロイドアンギ
オパチー：モデル動物を駆使した糖鎖標的
の創薬意義の解明

がん間質間葉系細胞を傷害するマイクロRNA
含有エクソソームによるがんの浸潤・転移
阻害剤の開発

①妊婦リスク診断法開発　②『安心で安全
な妊娠・出産』に向けた母子感染の感染予
防と妊婦診療マニュアルの普及と母子医療
相談体制の継続　③予防策の有効性の研究
と妊婦の診察ガイドラインの作成

適格患者の登録・治療・評価、検体保存
（BBJ）

医薬品等の安全評価に関する in vitro 試
験（代替法）の開発と国際標準化のための
基盤研究

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立
のための研究

血管性認知症（アミロイド血管症）の病態
解析や画像解析

小児性再発急性リンパ性白血病の標準治療
確立を目的としたICH-GCP　準拠の国際共同
臨床試験

医学系研究科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立研究開発法人理
化学研究所)

個別がん変異に対するT細胞応答およびネオ
アンチゲンエピトープ解析と、それらを用
いた複合的がん免疫療法の開発

珠玖洋 医学系研究科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　長崎
大学)

骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のための
基礎研究

松峯昭彦 医学系研究科
国立研究開発法人
がん研究センター

近藤峰生

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(独立行政法人　国立
病院機構
名古屋医療センター)

平成２８年度生活習慣病予防重点プロジェ
クト特定健診受診率向上事業委託業務

TCR改変T細胞の臨床応用を通して考える基
盤整備の必要性の検討

珠玖洋 医学系研究科
国立研究開発法人
国立がん研究センター



¥1,538,462

補

委
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委

¥692,308
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委

¥540,000
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¥200,000
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¥66,461
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¥192,300
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¥300,000
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¥1,269,231
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¥16,615

補

委

¥83,076

補

委

公益財団法人　パブ
リック
ヘルスリサーチセン
ター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(学校法人　聖路加国
際大学)

独立行政法人 国立病
院機構
名古屋医療センター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　東京
医科歯科大学)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立研究開発法人
国立成育医療研究セン
ター)

国立研究開発法人
国立国際医療研究セン
ター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　千葉
大学)

公益財団法人
エイズ予防財団

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(公益社団法人
日本医師会治験促進ｾﾝ
ﾀｰ)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　京都
大学)

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学部附属病院

医学部附属病院

豊田秀実

矢野　裕

山口素子

山口素子

三谷義英

土肥　薫

出口隆生

大石晃嗣

井上 靖浩

岩本彰太郎

小林正佳

近藤峰生

小児造血器腫瘍（リンパ腫瘍）に対する標
準治療確立の為の研究【急性リンパ性白血
病におけるフローサイトメトリー法による
微小残存病変の診断の確立】

International Study for treatment of
Standard Risk Childhood Relapsed ALL
2010(IntReALL SR 第一再発小児急性リンパ
性白血病標準リスク群に対する第Ⅲ相国際
共同臨床研究

小児・若年者の視覚障害の早期発見・診
断・治療・訓練リハビリ等の、自立支援に
資する技術開発等に関する研究

診療録直結型糖尿病データベース構築に向
けた病院への情報システム導入と、システ
ムを用いた情報収集の管理業務

保存期慢性腎臓病患者を対象とした臨床研
究－ダルベポエチン　アルファ製剤低反応
に関する検討－（BRIGHTEN）

びまん性大細胞型B細胞リンパ腫の新規難治
性病型に対する治療研究

リンパ系腫瘍・多発性骨髄腫に対する標準
的治療確立のための多施設共同研究

冠動脈疾患患者に対するピタバスタチンに
よる積極的脂質低下療法または通常脂質低
下療法のランダム化比較試験〔REAL-CAD〕

再発危険因子を有するStageⅡ大腸癌に対す
るUFT/LV療法の臨床的有用性に関する研究
（JFMC46-1201)

小児骨髄系腫瘍に対する標準的治療法の確
立

鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する内視鏡下頭蓋底
手術の標準化を目指した多施設共同研究

井上 靖浩 医学部附属病院
公益財団法人
がん集学的治療研究財
団

公益財団法人
先端医療振興財団

2型糖尿病患者を対象とした血管合併症抑制
のための強化療法と従来治療とのランダム
化比較試験介入終了後の追跡研究 J-DOIT3
（追跡）

矢野　裕 医学部附属病院
公益財団法人
日本糖尿病財団

StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助
化学療法としてのmFOLFOX6療法またはXELOX
療法における5-FU系抗がん剤およびオキサ
リプラチンの至適投与期間に関するランダ
ム化第Ⅲ相比較臨床試験　ACHIEVE Trail
（JFMC47-1202-C3）

重症肺高血圧症モデルに対する治療標的遺
伝子の検索

石川英二 医学部附属病院

平成28年度HIV感染者等保険福祉相談事業
（エイズ中核拠点病院相談事業）

治験の実施に関する研究〔G-CSF〕急性脊髄
損傷感謝に対する顆粒球コロニー刺激因子
を用いたランダム化、プラセボ対照、二重
盲検平行群間比較試験第Ⅲ相試験

明田浩司 医学部附属病院

医学部附属病院

公益財団法人
がん集学的治療研究財
団



¥2,400,000

補

委

¥162,000
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¥49,846
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委

¥166,154
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¥21,510,000
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委

¥12,621,433
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¥955,000

補

委

¥700,000

補

委

¥5,839,444

補

委

¥800,000

補

委

公益社団法人
三重県医師会

三重県

三重県

三重県

名張市

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立研究開発法人
国立がん研究セン
ター)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立研究開発法人
国立国際医療研究セン
ター)

公益在団法人
循環器病研究振興財団

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(近畿大学)

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学系研究科

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

伊藤正明

大石晃嗣

伊藤正明

豊田秀実

中谷　中

伊藤正明

木田博隆

中瀬一則

中谷　中

平成２８年度三重県認知症サポート医フォ
ローアップ研修事業

平成28年度がん医療水準的てん化の推進に
向けた看護職員資質向上対策事業

平成28年度三重県肝疾患診療地域連携体制
強化事業

エイズ治療拠点病院等に対する研修・啓発
及び医療情報提供等業務

平成28年度生活習慣病予防重点プロジェク
トがん検診受診率向上事業

小児急性リンパ性白血病の再発患者に対す
るボルテゾミブを含む多剤併用化学療法の
第Ⅱ相試験（医師主導治験）

ゲノム医療の実装に向けた統合ＤＢの最適
化とゲノム医療従事者の育成（先進ゲノム
医療実装施設の構築）

安定型冠動脈疾患を合併する非弁膜症性心
房細動患者におけるリバーロキサバン単剤
療法に関する臨床研究

がんゲノム個別化医療の実現に向けた遺伝
子診断共通カリキュラム構築と教育・研修
プログラムの実証的開発研究

国立研究開発法人
国立国際医療研究セン
ター
（肝炎情報センター）

平成28年度がん検診受診促進・精度管理事
業

伊藤正明

中瀬一則 医学部附属病院 三重県

平成28年度肝炎情報センター戦略的強化事
業

伊藤正明 医学部附属病院

国立成育医療研究セン
ター

日本における急性心筋梗塞患者の治療およ
び予後の実態調査（JAMIR前向き研究）

伊藤正明

医学部附属病院 三重県

三重県周産期医療ネットワークシステム運
営研究事業

池田智明 医学部附属病院 三重県

平成28年度三重県地域がん登録情報活用事
業

三重県プライマリ・ケアセンター事業 竹村洋典 医学系研究科 三重県

小児がんの登録・中央診断の推進を基盤と
する病態解明と先駆的診断法開発

出口隆生 医学部附属病院

医学部附属病院
公益在団法人
循環器病研究振興財団
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補

委

¥16,954,000

補

委

¥3,525,000

補

委

¥750,000
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¥200,000
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厚生労働省(分担)

文部科学省

厚生労働省

厚生労働省

三重県

三重県

三重県

三重県

三重県

三重県

医学部附属病院

医学部附属病院

医学系研究科

医学部附属病院

医学部附属病院

医学系研究科

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

影山愼一

伊藤正明

伊藤正明

竹村洋典

笠井裕一

岩本彰太郎

田辺正樹

丸山一男

伊藤正明

中瀬一則

慢性の痛み診療・教育の基盤となるシステ
ム構築に関する研究

地域総活躍社会のための慢性疼痛医療者育
成

がん診療連携拠点病院機能強化事業

革新的医薬品実用化促進事業

医療情報データベース構築事業

ICTを活用した緊密ながん医療連携推進事業

総合診療医広域育成拠点整備事業

小児在宅医療・福祉連携事業

平成2８年度三重県感染対策支援ネットワー
ク事業

平成28年度医科歯科連携推進人材育成事業

三重県

認知症ケアの医療介護連携体制構築事業 伊藤正明

伊藤正明 医学部附属病院 厚生労働省

血液凝固異常症に関する調査研究 和田英夫 医学系研究科
厚生労働省大臣官房
(厚生科研_分担)

三重県新人看護職員研修事業 伊藤正明 医学部附属病院

医学部附属病院 三重県

主治医と産業医の連携に関する有効な手法
の提案に関する研究

竹村洋典 医学系研究科
厚生労働省
(順天堂大学)

小児がん拠点病院機能強化事業

先進的医療イノベーション人材養成事業
（未来医療研究人材養成拠点形成事業）

竹村洋典 医学系研究科 文部科学省



¥350,000
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¥450,000
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¥100,000
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¥400,000
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委

¥1,600,000
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委

¥1,150,000

補

委
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委

¥1,100,000
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¥13,500,000
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委

¥3,100,000
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委
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委

¥1,950,000
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委

¥20,000

補

委

¥400,000
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委

¥1,531,962
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委

¥2,375,879

補

委

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会(分担)

独立行政法人
日本学術振興会

厚生労働省(分担)

厚生労働省(分担)

厚生労働省

厚生労働省

独立行政法人
日本学術振興会

厚生労働省

医学部附属病院

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学部附属病院

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

豊田秀実

加藤稲子

加藤稲子

田辺正樹

岡田元宏

須藤啓広

丸山一男

村木優一

和田英夫

分子遺伝子学を導入したロコモティブシン
ドローム疫学調査

実験的肺高血圧における肺静脈血管の病態
解析

ポリオウイルスを用いた神経芽腫の新しい
治療法の研究

自己免疫性出血症治療の「均てん化」のた
めの実態調査と「総合的」診療指針の作成

HTLV-1母子感染予防に関する研究：HTLV-1
抗体陽性母体からの出生児のコホート研究

乳幼児突然死症候群（SIDS）および乳幼児
突発性危急事態（ALTE）の病態解明等と死
亡数減少のための研究

感染症発生時の公衆衛生的対策の社会的影
響の予測及び対策の効果に関する研究

中枢神経系機能性疾患における三者間シナ
プス伝達機能障害仮説の構築

地域連携に基づいた医療機関等における薬
剤耐性菌の感染制御に関する研究

矢田健一郎 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

厚生労働省(分担)

小児期からの希少難治性消化管疾患の移行
期を包含するガイドラインの確立に関する
研究

内田恵一

妊娠高血圧症候群に合併した周産期心筋症
の発生機序と血管障害者マーカーの探索研
究

池田智明 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会(分担)

慢性脳低灌流状態における微小脳循環調節
機構の解明

須藤啓広 医学系研究科 厚生労働省(分担)

血栓症発症を予測するために、前血栓症状
態/過凝固症の検討

和田英夫 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

周産期搬送に関する研究 池田智明 医学系研究科

医学部附属病院 厚生労働省

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医療
提供体制のあり方に関する研究

平山雅浩 医学系研究科 厚生労働省(分担)

特発性大腿骨頭壊死症の疫学調査・診断基
準・重症度分類の改訂と診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定
を目指した大規模多施設



¥1,555,889

補

委

¥1,208,492

補

委

¥1,500,000

補

委

¥543,820

補

委

¥700,000

補

委

¥887,954

補

委

¥150,000

補

委

¥200,000

補

委

¥3,000,000

補

委

¥1,100,000

補

委

¥1,100,000

補

委

¥1,400,000

補

委

¥1,600,000

補

委

¥1,500,000

補

委

¥1,500,000

補

委

¥1,100,000

補

委

独立行政法人
日本学術振興会(分担)

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会(分担)

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

王立楠

桝屋正浩

谷井久志

松峯昭彦

洪英在

奥村健哉

珠玖洋

江口暁子

村田泰洋

HF10ウイルスの抗腫瘍効果における新たな
免疫因子の役割

障害肝細胞から分泌されるヘパトソームは
アルコール性肝炎の病態進行に寄与する

がん微小環境の免疫抑制機構に抵抗性の
CAR-T細胞による固形がん治療

ケモカインと神経伝達物質による骨髄由来
単球系細胞制御と炎症関連大腸癌の発症抑
制

脳機能等の非対称性に着目したパニック症
の病態研究

肉腫のエクソソームは本当に前転移ニッチ
を教育するのか？

自覚症状の言えない知的障害者の健康危険
サインキャッチへの挑戦

口腔悪性腫瘍治療効果の向上を目的にした
Ｂａｘ　ｍＲＮＡ遺伝子治療の開発

膵癌に対する化学放射線治療が癌微小環境
に与える影響の探索と治療への応用

独立行政法人
日本学術振興会

掌握運動が左室駆出率が保持された心不全
患者の血圧や運動耐容能に与える効果の検
討

藤本直紀

伊野和子 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

新規免疫応答測定法を利用した複合療法開
発への基盤研究

宮原慶裕 医学系研究科

独立行政法人
日本学術振興会

疾患関連リプログラミングによる前立腺癌
不均一性の獲得機構

有馬公伸

医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

ナノゲルハイブリッド材料の創製と医療応
用

珠玖洋 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会(分担)

線維細胞に着目した同種造血幹細胞移植後
臓器線維化メカニズムの解明と制御法の開
発

Art for Ages：高齢者のWell-beingと音楽
実践の学際的研究

田部井賢一 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会(分担)

食道癌のTCR遺伝子導入細胞療法との併用増
強効果を起こすがんワクチンの最適化

影山愼一 医学系研究科

医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会



¥1,300,000

補

委

¥890,000

補

委

¥1,900,000

補

委

¥1,800,000

補

委

¥1,300,000

補

委

¥1,700,000

補

委

¥1,400,000

補

委

¥1,000,000

補

委

¥1,600,000

補

委

¥1,100,000

補

委

¥1,100,000

補

委

¥1,400,000

補

委

¥1,200,000

補

委

¥1,800,000

補

委

¥200,000

補

委

¥900,000

補

委

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

淺沼邦洋

竹内万彦

赤堀泰

楠正人

伊佐地秀司

冨本秀和

野本由人

三枝　晋

田中光司

前田正幸

EUS-FNA検体を用いた、新たな膵癌集学的治
療戦略

直腸癌術前化学放射線療法による癌間質変
化と治療抵抗性・再発機序の解明

生体蛍光染色剤とレーザー内視顕微鏡によ
るリアルタイム光学的組織診断法の開発

新たなコンセプトに基づいたｐｈ反応性リ
ポソームによる悪性骨軟部腫瘍への治療戦
略

全エクソーム解析による原発性線毛運動不
全症の原因遺伝子の探索

細胞内抗原を認識可能とする抗体によるキ
メラ抗原受容体T細胞療法の開発

癌特異的エクソソーム包埋遺伝子情報をも
とにした大腸癌診断ならびに治療戦略の確
立

マイクロMRIを応用したアミロイド血管症と
微小病変のex vivoイメージング

放射線治療後の心臓障害の診断システムの
開発と臨床応用

高解像度３次元血管壁MRIによる頸部頸動脈
プラークの定量法の開発

独立行政法人
日本学術振興会

網膜電図装置RETevalで測定したフリッカ
ERGの健常者における基準値の解明

加藤久美子

栗山直久 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

肝移植における肝炎ウィルス再発に対する
テーラーメード治療

臼井正信 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

実験的肺高血圧に対する亜硝酸依存性ＮＯ
合成機構の賦活による治療

張尓泉 医学系研究科

医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

大腸癌における新規免疫治療PD-1/PD-L1経
路阻害剤の効果予測マーカーの検証

廣純一郎 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

肝虚血再灌流障害におけるPAR-1とS1PR1の
作用機序の解明

snoRNAを用いたあらたな胃癌診断・予後
マーカーの確立

今岡  裕基 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会



¥700,000

補

委

¥2,860,105

補

委

¥3,082,447

補

委

¥10,000

補

委

¥900,000

補

委

¥1,917,819

補

委

¥1,400,000

補

委

¥1,429,834

補

委

¥1,506,383

補

委

¥1,300,000

補

委

¥800,000

補

委

¥661,950

補

委

¥1,100,000

補

委

¥1,239,426

補

委

¥611,841

補

委

¥1,916,560

補

委

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会(分担)

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

生杉謙吾

三木誓雄

澤田博文

毛利靖彦

阪井田博司

笠井裕一

宮村朋孝

問山裕二

楠正人

Ｅｘｐａｎｄａｂｌｅ　ｐｅｄｉｃｌｅ
ｓｃｒｅｗ　ｓｙｓｔｅｍの基礎的研究

嗅神経切断後のTNF-α阻害薬による嗅神経
の機能的再生促進法の確立

電気生理学的手法を用いた近視眼及び正視
眼における網膜内層機能の評価

大腸癌発癌pathwayから検証した大腸癌前癌
病変の非侵襲的血清診断法の確立

サルコペニアを標的とした心臓悪液質およ
び誤嚥性肺炎の病態解明と栄養療法の確立

炎症機序を標的とした肺動脈性肺高血圧の
新規治療法の開発

胃癌腹膜播種に関与するlncRNAの解明―新
規診断・治療法への応用を目指して―

単一アーム収束型の電気式離脱型頭蓋内ス
テントの開発研究

エピゲノムから考案した潰瘍性大腸炎癌化
ハイリスク症例の診断方法の確立

小林正佳 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

慢性皮膚炎が引き起こす炎症性サイトカイ
ンによる全身臓器病変に関する研究

山中恵一

前立腺癌間質パネルから紐解くリガンド非
依存的なアンドロゲン受容体活性化分子機
構

杉村芳樹 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

嗅覚障害に対する新規他覚的検査法確立と
再生医療開発に関する研究

中村真潮 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

サルコペニア治療への挑戦－骨格筋虚血/再
潅流障害の病態とオルガネラが果たす役割
－

辻井雅也 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

M2マクロファージを用いた移植後慢性GVHD
に対する新規細胞治療法の開発

平山雅浩 医学系研究科

医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

認知神経科学的アプローチによる音楽の認
知症予防・進行抑制作用の解明

田部井賢一 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

日本における静脈血栓塞栓症治療に関する
疫学調査



¥1,199,200

補

委

¥838,170

補

委

¥900,000

補

委

¥1,150,000

補

委

¥470,000

補

委

¥100,000

補

委

¥100,000

補

委

¥350,000

補

委

¥290,000

補

委

¥390,050

補

委

¥155,850

補

委

¥100,000

補

委

¥1,500,000

補

委

¥900,000

補

委

¥1,200,000

補

委

¥1,500,000

補

委

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学系研究科

小椋透

水野修吾

奥田真弘

稲垣悠二

奥田真弘

兼児敏浩

中塚豊真

元村英史

榎屋友幸

治療抵抗性の肝転移に対する球状塞栓物質
を用いた肝動脈塞栓療法：多施設共同臨床
試験

脳活動を指標にした感覚情報処理抑制系の
解明

正の分布から生成されるRadial分布の性質
と位置推定における精度評価

膵癌撲滅に向けたテーラーメード治療―化
学放射線療法抵抗性・癌幹細胞に対する戦
略―

生体肝移植時のカルシニューリン阻害薬の
体内動態制御におけるマイクロRNAの役割

血中・尿中膵癌由来ペプチドの網羅的解析
による新規バイオマーカーの探索

薬物血中濃度に基づく外来HIV共同薬物治療
管理体制の構築と薬学的評価

医師のノンテクニカルスキル習得および向
上のための基盤構築に関する研究

播種性血管内凝固症候群患者におけるリコ
ンビナントトロンボモジュリン体内動態の
解明

独立行政法人
日本学術振興会

炎症性腸疾患時のタクロリムスの薬物体内
動態と薬効制御におけるマイクロRNAの役割

池村健治

鈴木大 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

炎症性サイトカインとmicroRNAは軟部腫瘍
の診断・予後因子となりうるか？

中村知樹 医学部附属病院

独立行政法人
日本学術振興会

前立腺癌間質不均一性に隠れた秩序の探索-
間質をターゲットとする治療戦略の開発

加藤学

医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

従来の肝動脈塞栓術不応後の肝細胞癌に対
する球状塞栓物質を用いた肝動脈化学塞栓
療法

中塚豊真 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

精神障害の親と暮らす子供が安心して支援
に繋がるための体制づくり

暴力の世代伝達を断ち切るケアに関する研
究：PTSD予防・治療・回復と周産期支援

鈴木大 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

完全型先天停在性夜盲のイヌモデルの確立
と機能・遺伝子解析

近藤峰生 医学系研究科

医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会



¥1,100,000

補

委

¥1,100,347

補

委

¥502,266

補

委

¥1,628,580

補

委

¥1,066,396

補

委

¥1,296,636

補

委

¥1,100,000

補

委

¥974,196

補

委

¥905,550

補

委

¥2,788,372

補

委

¥1,488,984

補

委

¥2,354,605

補

委

¥1,100,000

補

委

¥2,900,000

補

委

¥1,120,163

補

委

¥2,818,596

補

委

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

石永一

田辺正樹

土肥薫

三谷義英

中塚豊真

岩本彰太郎

俵功

永田幹紀

沖上正人

山口素子

骨軟部腫瘍に対するＣＴガイド下凍結療
法：基礎的研究と臨床試験

3テスラMOLLI MRIによる急性心筋梗塞の心
筋組織性状評価法の開発

胃癌腹膜播種を規定するmicroRNAの網羅的
解析と治療戦略

マクロライドの作用機序の解明と新しい併
用療法の開発

医療機関における感染対策の質向上のため
の包括的システム構築に関する研究

左心系疾患による肺高血圧症進展のメカニ
ズム解明および治療ターゲットの創出

炎症関連因子―血管平滑筋脱分化を標的と
した肺動脈性肺高血圧の新規治療法の開発

新規白血病治療薬開拓に向けた白血病微小
環境におけるN-カドヘリン分子の機能解析

慢性GVHD組織線維化病態におけるテネイシ
ン‐Cの役割の解明と標的治療法の開発

東アジアから発信するNK/T細胞リンパ腫新
世代治療の最適化

独立行政法人
日本学術振興会

認知症患者に対する音楽体操の認知機能改
善効果の検討

佐藤正之

横地歩 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

緊張病症状の病態仮説の拡散テンソル画像
による形態学的検証

城山隆 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

嗅神経再生促進のための抗炎症治療戦略の
タイムリミットの解明

北野雅子 医学部附属病院

医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

3T MRIによる冠血流予備能評価：心筋血流
PET・FFRによる検証

市川泰崇 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

肺高血圧におけるスーパーオキシドの役割
とキサンチンオキシターゼ阻害による治療

プロテオミクスを用いたHirschsprung病の
新規診断マーカーの探索

井上幹大 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会
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独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

新堂晃大

大北喜基

明田浩司

内田恵一

清水香澄

柿本拓也

小椋透

村田琢

志村匡信

骨軟部腫瘍の免疫チェックポイント機構の
解析

ベイズ法を用いたマクネマー検定の改善

脳梗塞亜急性期におけるペントラキシン３
の作用

集学的治療を目的とした、胃癌腹膜播種同
定エピゲノムパネルの確立

エピゲノムから考案したクローン病癌化ハ
イリスク症例の診断方法の確立

高齢化社会に適応する高機能性脊椎インプ
ラントの開発

プロテオミクスを用いた小児炎症性腸疾患
の新規マーカーの探索

PDE1阻害剤による口腔悪性黒色腫の転移抑
制機構の解明と新規治療法の開発

PDE2遺伝子変異を標的とした悪性腫瘍の新
規治療方法の開発

加藤宏之 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

酸感受性受容体を中心とした骨吸収関連疼
痛因子の発現検索による骨粗鬆性疼痛の解
明

若林弘樹

肺動脈性肺高血圧症に対するワクチン治療
の開発

荻原義人 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

細胞外マトリックスに着目した膵切除後
NASH発生機序に関する分子基盤的研究

藤川裕之 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

くも膜下出血後早期脳損傷の病態解明 藤本昌志 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

DNAメチル化の網羅的解析による潰瘍性大腸
炎術後回腸嚢炎発症の機序解明

川村幹雄 医学部附属病院

医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

胃癌外科的治療テーラーメード化目的のリ
ンパ節転移同定エピゲノムパネルの確立

安田裕美 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

大腸癌腹膜播種に関与するmicroRNAの網羅
的解析と治療戦略
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独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

医学部附属病院

海野真記

島本亮

亀井政孝

川本英嗣

元村英史

山田典一

坂本良太

田口智博

山中隆嗣

運動教示のためのリアルタイム身体動作符
号化

効果的な医療従事者向けチームコーチング
プログラムの開発

機能的MR撮影法による頭頸部腫瘍の診断と
早期治療効果判定の検討

肺移植におけるドナー肺長時間保存法の確
立ーより長時間作動PPCの模索ー

血小板の細菌感染防御メカニズムの解明：
新しい敗血症治療戦略を提唱するために

β2インテグリンとトロンボモジュリンの結
合が炎症と凝固に与える影響

聴覚変化検出からみたうつ病の神経基盤

境界型肺高血圧症における予後規定因子の
同定と早期治療効果に関する検討

肝細胞癌に対するミリプラチン・リピオ
ドール懸濁液動注後経皮的ラジオ波凝固療
法

独立行政法人
日本学術振興会

腫瘍微小環境調整因子併用による抗腫瘍治
療薬効果改善法の開発

松原孝夫

杉本和史 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

クローン病長期寛解維持のための薬剤反応
性予測マーカーの解明

荒木俊光 医学部附属病院

独立行政法人
日本学術振興会

腸内細菌を基盤にしたimmunoparalysisの病
態形成と治療法に関する検討

増井亜紗実

医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬のPK/PD評価系
構築と個別化治療への応用

岩本卓也 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

脂肪肝における肝由来低エントロピー小胞
による動脈硬化発症のメカニズムの解明

抗凝固療法不要な、自己組織による内皮化
人工血管の作成、臨床応用

小沼武司 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会

敗血症性ショックにおいて腹部臓器から放
出される細胞外小胞が多臓器不全へ与える
影響

坂倉 庸介 医学部附属病院

医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会
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独立行政法人
日本学術振興会(分担)

独立行政法人
日本学術振興会

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　名古
屋大学)

文部科学省
(国立大学法人　京都
大学)

厚生労働省(分担)

独立行政法人
日本学術振興会(分担)

独立行政法人
日本学術振興会(分担)

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　京都
大学)

独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学部附属病院

医学部附属病院

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学系研究科

医学部附属病院

溝口明

森本悟

今中恭子

翠川薫

白石泰三

今中恭子

GABAZZASANABRIAESTE

中橋奨

岩下義明

吉田利通

西田幸平

マクロファージ機能の選択的制御による新
たな大動脈瘤退縮治療法の開発

敗血症における人工呼吸関連肺損傷に対す
るトロンボモジュリンの抑制効果

病変組織に集積する放射性医薬品の開発

高度がん医療を先導する人材養成拠点の形
成・がんプロフェッショナル養成基盤推進
プラン

炎症性動脈瘤形成症候群の治療法選択に関
する研究

MY現象を応用した新しい食中毒菌検査法の
開発

新組織切片培養で誘導された前立腺癌関連
遺伝子の機能的解析と診断・治療への応用

遺伝子改変マウスを用いた抗癌剤耐性肺癌
の新規治療法の開発

創薬・新規医療開発のアカデミア拠点強化

ｉＰＳ細胞由来Ｋｉｉ　ＡＬＳ／ＰＤＣ新
規病態モデルの作製と診断・治療法の確立

抗酸化剤（ミセル化TENPO）を利用した急性
肺傷害治療の開発

外傷性嗅覚障害に対する抗HMGB1抗体療法確
立のための基礎研究

油田正夫 医学系研究科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立大学法人　名古
屋大学)

医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

非侵襲性次世代型経鼻噴霧タイプ子宮頸癌
予防ワクチンの開発

河野光雄 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

緒方正人

医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

結核菌抗原遺伝子組み込みパラインフルエ
ンザ２型ウイルスの作製

野阪哲哉 医学系研究科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
(国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄養
研究所)

熱帯熱マラリア人工染色体を利用したマラ
リア薬剤耐性遺伝子の同定と診断・治療へ
の応用

低体温療法時の感染症管理をいかに行う
か？：包括的治療戦略構築へのアプローチ

鈴木圭 医学部附属病院
独立行政法人
日本学術振興会
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独立行政法人
日本学術振興会

独立行政法人
日本学術振興会

医学系研究科

医学系研究科及川伸二

橋詰令太郎
ダウン症候群の核型正常化による合併症の
予防および治療法確立に向けた研究

エキソソームを用いたアルツハイマー病の
早期診断法の開発と予防法の確立

CEA特異的キメラ抗原受容体導入Tregを用い
た難治性喘息に対する新規治療

加藤琢磨 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会

歯周組織を用いたマルファン症候群の新規
分子イメージング診断技術の開発

今中恭子 医学系研究科
独立行政法人
日本学術振興会(分担)

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に
行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入す
ること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1
JOURNAL
ARTICLE

2 Journal Article

3
Comparative
Study

4 Case Reports

5 Journal Article

6 Journal Article

7 Journal Article

8 Journal Article

9 Journal Article

Cardiovasc Intervent
Radiol39(4): 566-74 2016

Clin Spine Surg(): 2016

Clin. Appl. Thromb.
Hemost.23(1): 52-57 2017

Gastric Cancer19(3): 744-53
2016

Acta Neurol. Scand.133(5):
398-402 2016

Mol. Neurobiol.53(7): 4529-38
2016

Int. J. Clin. Oncol.21(2): 350-
8 2016

Acta Neurochir. Suppl.121():
173-7 2016

Long-Term Results of Stent Placement in
Patients with Outflow Block After Living-
Donor-Liver Transplantation.

Do the Position and Orientation of the
Crosslink Influence the Stiffness of Spinal
Instrumentation?

Hypofibrinogenemia and the α-Fibrinogen
Thr312Ala Polymorphism may be Risk
Factors for Early Pregnancy Loss.

Circulating microRNA-203 predicts
metastases, early recurrence, and poor
prognosis in human gastric cancer.

Paraneoplastic neurological syndrome due to
burned-out testicular tumor showing hot
cross-bun sign.

Anti-Vascular Endothelial Growth Factor
Treatment Suppresses Early Brain Injury
After Subarachnoid Hemorrhage in Mice.

Prognostic relevance of stromal CD26
expression in rectal cancer after
chemoradiotherapy.

Vascular Endothelial Growth Factor in Brain
Edema Formation After Subarachnoid
Hemorrhage.

Department of Radiology, Mie University School
of Medicine, 2-174 Edobashi, Tsu, Mie, 514-8507,
Japan. fujimorim@clin.medic.mie-u.ac.jp.

Department of Spinal Surgery and Medical
Engineering, Mie University Graduate School of
Medicine, Japan Department of Mechanical
Engineering, Mie University, Japan.

Department of Obstetrics and Gynecology, Mie
University Graduate School of Medicine, Mie, Tsu,
Japan.

Department of Gastrointestinal and Pediatric
Surgery, Mie University Graduate School of
Medicine, 2-174 Edobashi, Tsu, Mie, 514-8507,
Japan.

Department of Neurology, Mie University
Graduate School of Medicine, Mie, Japan.

Department of Neurosurgery, Mie University
Graduate School of Medicine, 2-174 Edobashi,
Tsu, Mie, 514-8507, Japan.

Department of Gastrointestinal and Pediatric
Surgery, Mie University Graduate School of
Medicine, 2-174 Edobashi, Tsu, Mie, 514-8507,
Japan. saigusa@clin.medic.mie-u.ac.jp.

Department of Neurosurgery, Mie University
Graduate School of Medicine, 2-174 Edobashi,
Tsu, Mie, 514-8507, Japan.
liulei715127@gmail.com.
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Masaki Ohi, Koji Tanaka,
Yasuhiro Inoue, Yasuhiko
Mohri, Masato Kusunoki

H Ishikawa, N Kawada, A
Taniguchi, K Odachi, A
Mizutani, M Asahi, H
Tomimoto

Lei Liu, Masashi Fujimoto,
Fumihiro Kawakita, Fumi
Nakano, Kyoko Imanaka-
Yoshida, Toshimichi
Yoshida, Hidenori Suzuki

Susumu Saigusa, Yuji
Toiyama, Koji Tanaka,
Yasuhiro Inoue, Koichiro
Mori, Shozo Ide, Hiroki
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Yasuhiko Mohri, Masato
Kusunoki

Lei Liu, Masashi Fujimoto,
Fumihiro Kawakita, Naoki
Ichikawa, Hidenori Suzuki

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

Masashi Fujimori, Koichiro
Yamakado, Haruyuki Takaki,
Atsuhiro Nakatsuka, Junji
Uraki, Takashi Yamanaka,
Takaaki Hasegawa, Yuichi
Sugino, Ken Nakajima, Naritaka
Matsushita, Shugo Mizuno,
Hajime Sakuma, Shuji Isaji

Yuichi Kasai, Toshihiko
Sakakibara, Thein Aung
Kyaw, Zaw Wai Soe, Zaw
Min Han, Maung Mg Htwe

a Department of Spinal Surgery and Medical
Engineering , Mie University Graduate School of
Medicine , Tsu City , Japan.

雑誌名・
出版年月等

Zhuo Wang, Toshihiko
Sakakibara, Takamasa
Yoshikawa, Tadashi Inaba,
Yuichi Kasai
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Psychological effects of meditation at a
Buddhist monastery in Myanmar.

J Ment Health26(1): 4-7
2017
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10 Case Reports

11 Journal Article

12 Journal Article

13 Case Reports

14 Journal Article

15 Journal Article

16 Case Reports

17 Journal Article

18 Journal Article

19 Journal Article

Pancreas45(5): 761-71 2016

Cytopathology27(5): 379-81
2016

Surg. Today46(10): 1159-65
2016

J Med Ultrason (2001)43(2):
227-35 2016

J. Dermatol.43(6): 697-700
2016

World Neurosurg88():
688.e17-21 2016

Cancer Sci.107(4): 536-42
2016

Allergol Immunopathol
(Madr)44(3): 191-6 2016

Psychogeriatrics17(1): 70-72
2017

Stat Med35(14): 2455-66
2016

Human Equilibrative Nucleoside Transporter
1 Expression in Endoscopic
Ultrasonography-Guided Fine-Needle
Aspiration Biopsy Samples Is a Strong
Predictor of Clinical Response and Survival
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　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを
七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ペー
ジ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであるこ
と。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合に
おいては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所
属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～

(注) 1

2

雑誌名・
出版年月等

題名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入
すること。

発表者氏名



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

目的，定義，設置者の責務，委員会等の役割・責務，委員会等の構成及び会議の成立要件等，迅

速審査 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

・臨床研究に係わる利益相反行為に関するマネジメントの方針及び方法の原案の作成 

・臨床研究に係わる利益相反行為への改善措置に関する勧告又は指示の原案の作成 

・臨床研究に係わる利益相反行為に関するマネジメントのための調査の実施及びその結果の分析 

・情報公開のための原案の作成 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年３回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年６回 

 ・研修の主な内容 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針講習会，臨床研究のモニタリングに関する講習会 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

MMC総合内科後期研修プログラム，血液・腫瘍内科専門医取得コース，消化器専門医養成プログラ

ム，先端内視鏡・低侵襲インターベーション専門消化器医養成プログラム，消化器癌先端診療専

門医養成プログラム，呼吸器内科後期専門医プログラム，糖尿病専門医取得コース，内分泌・代

謝専門医取得コース，肥満症専門医取得コース，病態栄養専門医取得コース，神経内科後期研修

プログラム，外科専門医取得コース，消化器外科専門医取得コース，内視鏡外科専門医取得コー

ス，肝胆膵外科専門医取得コース，移植外科専門医取得コース，乳腺専門医取得コース，がんプ

ロフェッショナル養成プラン乳腺外科専門医養成コース，炎症性腸疾患外科治療教育コース，腫

瘍外科医を目指した大腸がん集学的治療コース，消化器腹腔鏡外科治療教育コース，小児外科治

療教育コース，三重大学胸部心臓血管外科advancedcourse，三重大学胸部心臓血管外科専門医コ

ース，三重大学呼吸器外科専門医コース，整形外科後期研修プログラム，産婦人科後期研修プロ

グラム，小児科専門医研修プログラム，脳神経外科後期研修プログラム，皮膚科後期研修プログ

ラム，腎泌尿器外科後期研修プログラム，眼科専門医取得コース，耳鼻咽喉・頭頸部外科後期研

修プログラム，精神科専門医取得コース，三重大学家庭医療学プログラム，放射線科専門医取得

コース，麻酔専門医取得コース，救命救急・総合集中治療センター 後期研修プログラム，病理

部後期研修プログラム，形成外科専門医取得コース 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           267人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

小林 哲 呼吸器内科 准教授           26年  

竹井 謙之 消化器・肝臓内

科 

教授           36年  

山田 典一 循環器内科 准教授           28年  

石川 英二 腎臓内科 講師           22年  

冨本 秀和 神経内科 教授           36年  

片山 直之 血液・腫瘍内科 教授           37年  

矢野 裕 糖尿病・内分泌

内科 

准教授           32年  

楠 正人 消化管・小児外

科 

教授           37年  

小川 朋子 乳腺外科 教授           28年  

新保 秀人 心臓血管・呼吸

器外科 

教授           37年  

岡田 元宏 精神科 教授           26年  

須藤 啓広 整形外科 教授           34年  

鈴木 秀謙 脳神経外科 教授           27年  

山中 恵一 皮膚科 准教授           22年 H15.5.16-H17.6.30

休職 

杉村 芳樹 泌尿器科 教授           39年  



池田 智明 産婦人科 教授           34年  

近藤 峰生 眼科 教授           24年 H11.1.25ｰH13.1.25

休職 

竹内 万彦 耳鼻咽喉科 教授           32年  

佐久間 肇 放射線科 教授           29年 H5.11.1-H8.3.31休

職 

丸山 一男 麻酔科 教授           34年 S62.4.29-H1.6.14休

職 

今井 寛 救急科 教授           33年  

新井 直也 歯科口腔外科 教授           27年 H15.4.1-H16.3.31休

職 

伊佐地 秀司 肝胆膵・移植外

科 

教授           38年  

平山 雅浩 小児科 教授           31年  

吉田 利通 病理部 教授           38年  

竹村 洋典 総合診療科 教授           29年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 伊藤 正明 

  管理担当者氏名 中央放射線部長 佐久間 肇 
薬剤部長 奥田 真弘 
医療安全管理部長 兼児 敏浩 
医療福祉支援センター長 内田 恵一 
医学・病院管理部総務課長 山﨑 晴夫 
医学・病院管理部医事課長 伊藤 敦士 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 各診療科 診療に関する諸記録は
全科電子カルテを導入。 
（患者の署名のある同
意書及び医師等が手＿
書きした記録は、スキャ
ンしている。） 
なお，診療録の病院外へ
の持ち出しは，本院が定
める取扱いにおいて禁
止している。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 各診療科 
手術記録 各診療科 
看護記録 各診療科 
検査所見記録 各診療科 
エックス線写真 各診療科 
紹介状 各診療科 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

各診療科 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課，薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課，医療安全管理部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

総務課，医事課，医療安
全管理部 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

総務課，医事課，医療安
全管理部 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課，医療安全管理部 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

総務課，感染制御部 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

総務課，感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

総務課，感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

総務課，感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

総務課，薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

総務課，臨床工学部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課，臨床工学部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課，医療安全管
理部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課，感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 総務課，医療安全管
理部 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

総務課，医療安全管
理部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

総務課，医療安全管
理部，薬剤部 

監査委員会の設置状況 監査チーム，総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

各診療科，医療安全
管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

［経過措置適用］ 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課，医療安全管
理部，医療福祉支援
センター 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医事課，医療安全管
理部 

職員研修の実施状況 総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

［経過措置適用］ 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長 伊藤 正明 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              医学・病院管理部総務課長 山﨑 晴夫 

 閲覧の求めに応じる場所              医学・病院管理部総務課総務係 

 閲覧の手続の概要 

 

①規程に定められた閲覧申込書を，原則として閲覧を希望する2週間前までに病院長に提出する。 

②病院長は，前記の申込みを適当と認めるときは，閲覧承認書を交付する。 

③閲覧に際しては，閲覧担当者が立ち会った上で行う。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20第 5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0 件 

  歯  科  医  師    延        0 件 
      国    延        0 件 
  地 方 公 共 団 体    延        0 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 
・安全管理に関する基本的な考え方 
・安全管理のための委員会，その他の医療機関内の組織に関する基本的事項 
・安全管理のための職員研修に関する基本方針 
・医療機関内における事故報告書等の医療に係る安全確保のための改善策に関
する基本方針 
・医療事故等発生の対応に関する基本方針 
・患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
・患者からの相談への対応に関する指針 
・その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年134回 
・ 活動の主な内容： 

 
○医療安全管理委員会（年12回） 
  医事法制に関する事項，医療事故の予防に関する事項，医療事故発生時の
対策に関する事項，医事紛争の処理に関する事項，医療訴訟に関する事項，
死亡事例及び重症合併症事例に関する事項並びに内部通報窓口（医療安全ポ
スト）への投書に関する事項を所掌する。 

 
○医療の質・倫理検討委員会（年15回） 
  先端医療・高難度新規医療技術，移植医療，医薬品・医療機器の適応外使

用等に係る倫理的問題に関すること，終末期医療及び治療拒否等における臨
床倫理的問題に関すること，医療安全の確保に資する診療内容のモニタリン
グに関すること，インフォームド・コンセントの適正な実施についてのモニ
タリングに関すること並びに職員の医療安全の認識についてのモニタリン
グに関することを所掌する。 

 
○医療安全会議（年96回） 
  医療安全に係る検討及び死亡事例・重症合併症事例の検討を行う。 
 
○リスクマネージャー会議（年11回） 
  「ヒヤリ・ハット報告」の積極的な収集並びに医療安全管理委員会及び医
療安全・感染管理部において決定した事故防止策・対応策等の必要な情報を
医療現場に周知徹底する。 
各医療現場において，医療事故の原因及び防止方法並びに医療体制の改善

方法について，独自に検討及び提言する。 
各医療現場において，独自に事故防止のための研修会及び勉強会を開き，

医療事故防止のための啓発活動を行う。 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
第１回 講演題目「医薬品の安全使用について」 
        「医療安全について」 

「感染対策について」 
「医療情報について」 
「医療機器について」 

 



 
 
 

 
第２回 講演題目「医療事故からの学び」 
第３回 講演題目「臨床倫理コンサルテーションの実際」 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・ヒヤリハットニュースを発行（月１回及び必要に応じて随時）し，リスクマ
ネージャー会議を開催することにより，リスクマネージャーを通じて，イン
シデントレポートから積極的に収集した情報並びに医療安全管理委員会及び
医療安全会議において決定した事故防止策・対応策等の必要な情報を医療現
場に周知徹底する。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
・院内感染対策に関する基本的な考え方 
・委員会等の組織に関する基本的事項 
・職員研修に関する基本方針 
・発生状況の報告に関する基本方針 
・感染発生対応に関する基本方針 
・指針の閲覧に関する基本方針 
・その他の必要な基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 
・微生物（耐性菌、CD、感染症法上届け出疾患）の検出状況報告 
・職員流行性ウイルス疾患等の発生状況報告 
・病棟ラウンド指摘事項報告 
・血液培養2セット率報告 ・届け出抗菌薬使用状況報告 ・手指衛生状況報告 
・洗浄・消毒・滅菌に関する内容 
・感染症関連の従業員保健に関する内容 
・指針・マニュアルの改訂に関する内容 
・地域連携、国公立大学病院感染対策協議会の情報共有 
・感染症等の最新情報の共有 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
第１回 講演題目「医薬品の安全使用について」 
        「医療安全について」 

「感染対策について」 
「医療情報について」 
「医療機器について」 

第２回 講演題目「抗菌薬適正使用と耐性菌問題～日本が発表した「薬剤耐性アクションプラン」を
踏まえて私たちは何をすべきか～」 

第３回 講演題目「安全で衛生的な病院環境を保つために」 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・従業員だけでなく、実習生・研修生（外国人を含む）受け入れ時のB型肝炎・流行性ウイルス疾患4
種抗体・結核検診検査結果、ワクチン接種状況の提出と管理方法の整備を行い、院内での感染対策強
化を行った。 
・手指衛生直接観察法を導入し、アルコール手指消毒の実施率の向上へ向けて取り組んでいる。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書について 
 医薬品の安全使用について 
 麻薬の取扱いに関して 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 
１．医薬品の採用・購入に関する事項 ２．医薬品の管理に関する事項（麻薬等の管理方法等） 
３．患者の持参薬歴情報の収集方法 ４．処方箋の記載方法 ５．調剤方法及び監査方法 ６．患者
に対する与薬や服薬指導に関する事項 ７．医薬品の安全使用に係る情報の取扱いに関する事項 ８
．他施設（病院等，薬局等）との関係に関する事項 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
【収集方法】  未承認薬：JAPIC海外医薬品添付文書集、安全データシート（SDS）、文献、学会ガ

イドライン等を参照 
適応外使用薬・禁忌薬：JAPIC海外医薬品添付文書集、各医薬品の承認時申請書･審
査報告書、文献、学会ガイドライン等を参照 

 
【周知方法等】 ・職員研修会を開催。当日欠席者もe-ラーニング受講が必須。 

・未承認新規医薬品評価委員会にて承認された未承認薬について、薬剤部員で情報
共有している（データベース作成、メール送信、処方せんへの印字、担当薬剤師へ
の連絡） 

 
【改善方法等】 ・カルテ端末から、電子医薬品集、最新の添付文書改訂情報、包装変更や供給状況

など製薬企業からの情報を全職員が閲覧可能としている。 
・院内報（DI-Weekly、薬剤部ニュース、くすりの適正使用情報）を発行し、配布
のほか、職員用エレベーターホールへの掲示、病院ポータルサイトへの掲載を随時
行っている。 
・薬剤情報を病棟へ伝達するため病棟薬剤師と医薬品情報室員で週一回ミーティン
グを実施している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年78回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
 医療機器の有効性・安全性，使用方法，保守点検，不具合が生じた場合の対応，使用に関して特に
法令上遵守すべき事項 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 
 臨床工学技士による点検とメーカー委託による点検の実施 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
【収集方法】  医療機器に係る添付文書等の収集，ＰＭＤＡメディナビへの登録，医薬品医療機器

総合機構への登録により随時配信される医療機器情報の確認，メーカー等からの不
具合情報の収集，他大学との連携による医療機器の不具合情報の共有 

【周知方法等】 装置毎に添付文書・保守点検マニュアル及び安全性情報を冊子として配布，病院ホ
ームページからの医薬品医療機器総合機構へのリンク，電子カルテの端末からのマ
ニュアル等の閲覧システム，看護師と連携した医療中央管理委員会（年４回開催）
における周知，リスクマネージャー会議への情報提供 

【改善方法等】 医療機器管理ソフト（院内で管理している医療機器を登録）と機器に取付けたICタ
グ方式による機器の位置管理システムを導入。このシステムにより医療機器の所在
，使用状況，メンテナンス状況がリアルタイムで把握できるようになった。さらに
院内の患者カルテ端末より医療機器の運用状況も閲覧できるようになった。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23第１項第１号から第 15号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
 医療安全管理責任者が，医療安全管理部長及び医療安全管理委員会委員長を担っており，これらを
統括している。また，医療安全管理委員会には，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者
が構成員となっており，医療安全管理責任者が各責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（４名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

  医薬品に係る添付文書等やメーカー，インターネット，文献等から情報を収集し，整理を行った

上で，薬剤部発行の院内医薬品情報誌やオンライン医薬品集，薬剤部ホームページへの掲載，必要

に応じて院内メールや文書等による通知，病棟担当薬剤師によるカンファレンス等での説明，その

他掲示等により周知を行っている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

  医薬品に係る添付文書等を収集している。また，医療の質・倫理検討委員会で承認された適応外

使用について，データベースを作成し薬剤部員で情報共有している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 医薬品情報室，職種 薬剤師）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容 

 各診療科による実施評価等により、確認を行う。 

 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録等の管理に関する責任者が診療録等の記載内容を確認するなどにより、適切な管理を行って

いる。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（ ）名、兼任（４）名 ※兼任４名のうち，１名は臨床工学技師 

 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

(1) 医療の質・倫理検討委員会及び医療安全管理委員会に係る事務に関すること。  

(2) 「ヒヤリ・ハット報告書」の収集・調査・防止対策及び防止対策の周知徹底に関すること。  

(3) 医療事故防止・安全管理に係わる病院内の巡視・点検・評価に関すること。  

(4) 医療事故防止・安全管理に係わる業務改善の提言・指導に関すること。  

(5) 医療安全に係わる教育・研修・啓発に関すること。  

(6) 医療事故防止対策マニュアルに関すること。  

(7) 医療安全会議及びリスクマネージャー会議に関すること。  

(8) 内部通報窓口（医療安全ポスト）に関すること。  

(9) 医療安全の確保に資する診療内容のモニタリングに関すること。  

(10) 職員の医療安全の認識についてのモニタリングに関すること。  

※(9)(10)について、ヒヤリ・ハット報告書の内容確認、病院内の巡視等により実施している。 

(11) インフォームド・コンセントの適正な実施についてのモニタリングに関すること。  

(12) 高難度新規医療技術を用いた医療の提供の適否等の決定に係る業務及び規程の遵守状況の確

認等に関すること。  

(13) 死亡事例及び重症合併症事例に関すること。  

(14) その他医療の安全管理に関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

［経過措置適用］（規程：平成 29年 3月 22日公布，4月 1日施行） 

 



 
 
 

 

・活動の主な内容： 

 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）（委員会設置：平成 29年 4月 1日） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

［経過措置適用］（規程：平成 29年 3月 22日公布，4月 1日施行） 

・活動の主な内容： 

 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）（委員会設置：平成 29年 4月 1日） 

⑨ 監査委員会の設置状況［経過措置適用］（平成 29年 3月 9日設置） 有・無 

・監査委員会の開催状況：年－回 

・活動の主な内容： 

 

 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）（平成 28年度は監査委員会の開催無し） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 

 

 

 



 
 
 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

片山 眞洋 片山法律事務所 

弁護士 

 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

有・無 1 

小池 敦 三重県立看護大学 

看護学部 教授 

 医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 

有・無 2 

鈴木 明 浜松医科大学医学

部附属病院 

医療安全管理室 

特任講師 

○ 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

有・無 1 

西井 惠子 三重県津保健所 

総務企画課 

医療監視員 

 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

有・無 1 

原 健二 元三重県警察警視  医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 

有・無 2 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
  



 
 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 209件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 4222件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

・医療安全・感染管理部への報告の実施状況を確認させ，確認結果を病院長へ報告させること。 

・医療安全・感染管理部への報告の実施状況が不十分な場合には，適切な報告のための職員等へ

の研修及び指導を行わせること。 

 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況［経過措置適用］ 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 

 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

  患者からの相談に応じる部門として，医療福祉支援センターを設置している。内容が医療安全に

係る疑いがある場合は，情報を医療安全管理部門に提供する。 

 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況［経過措置適用］ 

・研修の実施状況 

 

 

 



 
 
 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況［経過措置適用］ 

・研修の実施状況 

 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価の認定を受けている。 

  （2005年7月認定，2010年更新，2015年更新） 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  病院ホームページでの情報発信のほか，医学系研究科・附属病院概要など各種広報誌の発行

や公開講座の実施など，広く情報発信を行っている。 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

  がんセンター等で診療科間及び職種の枠を越えた連携によるチーム医療，集学的治療を推進

している。 

 

 

 

 



 

 

(様式第 8) 

                                                          三大医病総第７７０号 

平成２９年１０月３日  

 

  厚生労働大臣 殿 

 

国立大学法人三重大学 

学長  駒 田 美 弘 (印) 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 

1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 

平成３０年度より管理職員研修の実施を予定しており、現在、実施方法の検討を行ってい

る。 

 

 

 

 

2. 医療安全管理部門の人員体制 

・所属職員：専従（４）名、専任（ ）名、兼任（４）名 ※兼任４名のうち，１名は臨床工学技士 

 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 

 

 

 

3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 

配置済。 

 

 

 

 

 

 


